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頃）曽田正人/･jヽ学館少年サンデーコミックス

　　　「め組の大吾」より
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｢道路運送車両の基準｣という運

輸省令で決められているからなの

です。
塗色は、消防自動車にあっては朱

色とし、その他の緊急自動車にあ

っては、白色とすると定められて
います。

　消防車が赤色とされた理由は、

定かではありませんが外国から輸
入した蒸気ポンプや消防車が赤で

あったからわが国でも赤色とした

というのが一般的な理由のようで
す。それに赤色は注意を引く色で

あること。炎の赤を連想させ警戒

心を起こさせるなどの理由の１つ

に考えられるでしょう。
　しかし、今では一般車両も赤色

が増えてきているため、アメリカ

などでは消防局によって色が異な

り、赤・白・黄・青・黒色などを
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　春の火災予肪還暦

　４月２日（日）早朝　　々

消防団による駆け付け訓練　　　　　　　　心

と放水訓練が次の地区で実　　cら

施されます。　　　　　　　　　゛s
○花輪地区　○尾去沢地区
○十和田地区　○小坂地区り:

※各地区で地域のみなさんに

よる消火訓練や防火座談会な　　　り

どが予定されています。　　　　　　．を　　　Ｊ

　　　火災予防運動期間中、各地区のサイレン
《注意》及び警鐘が朝夕の七時に鳴ります。
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車両

11.1%

わたし達の街の火災と救
火災種別件数

　　　　火災件数　18件

鹿角市では、１８件で前年より６件の滅と
なっているものの、小坂町では○件と無火
災記録を達成しています。
また、焼失面積は1､257平方メートルで、
損害額は、31､475千円となっています。

建物

66.7%

上級救急救命講習開催ノ
去る２月２３日（鹿角救命手当普及推進協議
会）と２７日（鹿角市消防団八幡平第１分団）会）と２７日（鹿角市消防団ﾉ
に上級救命講習会が開催され、
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れ、合わせて６４
人に修了証が交付
されました。

←三角巾を使った固
　　定法の練習
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１日平均の出動件数は、3.4件です。

39人に１人が救急車で搬送されてい

ることになります。
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心

1，228件

1，205人

急病

59.0%

なたの地域へお伺い

　
受
け
付
け
ま
す
。

・
ご
希
望
の
日
時
に
お
伺
い
し
ま
す
。

・
申
込
み
は
、
消
防
署
救
急
担
当
ま
で

むます／
当
消
防
本
部
で
は
、
「
一
家
に
一
人
の
応
急
手
当
修
了
者
を
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
Ｉ
〇
。
０
０
０
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
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の
方
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族
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た
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　　あ

　救な

応急た

　車は

急が｀
　到で

処着き

　すま

置るす

　まか

　で？

　の

訓練用人形を使
っての心肺蘇生
法の練習　　　→

症状：
　呼吸困難
　めまい感

　特に
処置：
　紙袋

呼吸困難、ドキドキする、四肢のビリビリ感、
めまい感、四肢硬直、指を３本揃えて突っ張
る、時には、意識障害など
特に２０歳前後の女性に多い。

紙袋またはビニール袋を患者の口にあて、袋内
で呼吸をさせると自然に回復することが多い。
心因性の要素が強いため不安を与えるような言
動をとらない。
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安
心
し
で
安
奄
に
驀
ら
咎
や
禰
磯
づ
く
り
を
め
を
し
て
！

　
鹿
角
市
花
輪
の
「
組
丁
地
区
防
災
会
」
　
（
会
長
木
村
房

五
郎
）
で
は
、
平
成
八
年
五
月
に
自
主
防
災
組
織
（
左
下

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
を
参
照
）
を
結
成
し
、
現
在
七

五
世
帯
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
当
防
災
会
で
は
、
福
祉
と
暮
ら
し
の
安
心
が
一
番
の
価

値
観
と
捕
ら
え
、
防
災
意
識
と
実
践
能
力
を
高
め
、
安
心

の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
防
災
会
一
丸
と
な
っ
て
自

主
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

消
火
訓
練
、
避
難
訓
練
、
救
急
講
習
会
、
防
火
座
談
会
、

防
災
だ
よ
り
の
発
行
、
各
研
修
会
へ
の
参
加

※
消
火
器
の
取
扱
訓
練
の
様
子

　
「
子
供
の
ボ
ク
に
も
で
き
る
よ
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木
村
会
長
か
ら
一
言

　
　
「
防
災
」
と
「
福
祉
」
は
決
し
て
切

り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
地
域
住
民

全
員
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目

指
し
、
「
自
分
の
命
と
財
産
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
知
恵
と
行
動
力
を
平
常

か
ら
身
に
つ
け
る
努
力
を
し
、
さ
ら
に

防
災
会
が
災
害
を
克
服
す
る
重
要
な
一

つ
の
拠
点
に
し
た
い
。

☆
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
☆

　
大
規
模
災
害
の
と
き
は
、
道
路
の
寸
断
や
渋
滞
、
通
信

手
段
の
混
乱
な
ど
か
ら
、
市
町
村
や
消
防
署
だ
け
の
力
で

は
、
十
分
な
防
災
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
頼
り
に
な
る
の
は
、
住
民
自
身
が
自
発

的
に
つ
く
る
防
災
の
た
め
の
組
織
（
自
主
防
災
組
織
）
で

す
。
ふ
だ
ん
か
ら
、
町
内
会
や
自
治
会
の
集
ま
り
な
ど
を

利
用
し
て
、
防
災
に
つ
い
て
よ
く
話
し
合
い
、
ま
ち
を
災

害
か
ら
守
る
た
め
の
自
主
防
災
組
織
を
つ
く
っ
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
講
習
会
や
印
刷
物
な
ど
に
よ
る
防
災
知
識
の
普
及
。

　
・
消
火
器
や
三
角
バ
ケ
ツ
な
ど
の
防
災
器
具
を
準
備
し
支

　
給
す
る
。

　
・
地
域
内
の
危
険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
防
災
地
図
な
ど

　
を
作
成
す
る
。

・
消
火
訓
練
、
避
難
訓
練
な
ど
の
防
災
訓
練
の
実
施
。

・
災
害
時
に
は
、
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
、
災
害
弱
者
の

　
支
援
、
炊
き
出
し
な
ど
の
応
急
救
助
活
動
を
行
う
。

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
通
じ
て
、
住
民
同
士
の
連
帯

感
と
防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

］
め
た
い
も
の
で
す
。
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広報「消防鹿角」に関するご意見・要望等がご
ざいましたら下記の連絡先までお願いします。
また、当広報へ掲載したい記事等も受け付けて
います。

電話２３－５６０１

ＦＡＸ２３－５６０５
消防本部・消防署

和　田　分　署　電話３５‾２００６

　　　　　　　　ＦＡＸ ３５－２００７

　坂　分　署　電話２９‾２ １１９

　　　　　　　　ＦＡＸ ２９－３７３１

十
　
　
小

電話３４－２２２９ハ幡平分駐所

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
．

扁機器の紹介
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